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支援機器 Lift insert 
分類(ISO9999) 4 
試験相 2 
研究仮説（目的） 
の概要 

非麻痺側を高くすることで、麻痺側への体の重心を移すことができる 

研究デザイン 群内比較（自己対照） 
障害・疾患 片麻痺 
対象者・数 障害者８人（４人右麻痺、４人左麻痺） 
主要アウトカム weightbearing scale(体重のパーセンテージ） 
副次アウトカム 1 １０ｍ歩行での gait relocity 
副次アウトカム 2 歩幅 
副次アウトカム 3 FMA 
副次アウトカム 4 バランススケール 
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 ３つのリストとも左右対称性の増加、１０週間後の持続性もあり 
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